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１ 会議名   令和４年 第６回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和４年５月 25 日（水）午後２時 30 分～午後３時 00 分 

３ 開催場所  ６階 全員協議会室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 丸川 浩 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所長  ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 下村 豊   美和支所長  ： 亀弘 典久 

教育政策課長 ： 仁田 誠彦   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 林 隆之  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵   

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 若林 久夫 

生涯学習課長 ： 岸井 清市 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 弘中 勝 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、竹田 千恵 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第８号  所管事項について 

会議の大要 
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・ただいまから令和４年第６回岩国市教育委員会会議を開会します。 

はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、村尾委員と竹田委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第８号 所管事項について」、以上でご

ざいます。それでは、日程第２「報告第８号 所管事項について」を議

題といたします。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思いま

す。各担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足又

は所管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・今年度から留学センターにおいて２か月に１回、地域住民や子供たちと

の交流事業を実施します。４月には１回目としてウォーキングを予定し

ていたのですが、雨で中止となりました。６月中旬には、泊まりがけで

本郷の子供たちと一緒に交流しようという計画をしております。 

・中央公民館の行事について、会話をしない行事は 100 パーセントで人を

入れて良いとなっていますが、調整を行う関係上、１メートル以上の間

隔を空け、講師との間隔も２メートル空けて新型コロナウイルス感染症

対策をしております。 
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・また、成人式につきましては、保健所から感染者の報告もなく、無事に

終了いたしました。御協力ありがとうございました。 

・６月の予定表につきまして、追加で資料をお手元に配布しております。

各館の特別整理休館日ですが、これはいずれも蔵書点検のためのお休み

となっております。 

・全体を通して、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・学校教育課にお尋ねします。先日、文部科学大臣から、体育の授業や校

庭で遊ぶときのマスクの着用義務をなくすという話がありました。具体

的にはどのような流れになっていますか。 

・この件につきましては、昨日、文部科学省から県の学校安全・体育課を

通じまして、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針変更（令

和４年５月 23 日）」の通知がありました。その中に、「屋内において他

者と身体的距離がとれて会話をほとんど行わない場合は、マスク着用の

必要はない。屋外において、他者と身体的距離が確保できる場合、他者

と距離がとれない場合であっても会話をほとんど行わない場合は、マス

クの着用は必要なく、特に夏場については、熱中症予防の観点から、マ

スクを外すことを推奨する。」と書かれております。これを受けまして、

もう少し詳細なものが国から示されるということですので、それをもっ

て学校へ周知してまいりたいと思います。 

・教員の判断で行うのは危険性があるので、ガイドラインに従って、子供

の健康管理に沿う形でマスクの着用を促していただきたいと思います。 

・科学センターにお尋ねします。近年、理数離れが全国的に顕著となり、

岩国市においてもそのような傾向があるのではないかと思うのですが、

その食い止めとして科学センターの役割は非常に高いと思います。昭和

35 年に科学センターができて、60 年以上経った現在においても岩国市

の理科教育の中心となって活動されていることに対して敬意を表しま

す。県下でも市で科学センターを持っているのは岩国市が一番早く、そ

の後、防府市のソラールが平成 10 年にできて、まだ 24 年しか経ってい

ません。その中で、岩国市の科学センターの位置付けはレベルが高いの

ではないかと思います。特に、開館からしばらくは派遣教員として校長

級の教員を館長に迎え、理科教育に対して熱意をもって取り組まれ、そ

の流れが今もあると思います。令和８年に移転が決まっていますが、市

民の皆様や子供たちも新しい科学センターに期待していると思います。

当然、科学クラブや科学教室はそこで行われると思いますが、展示など

違った方向からのアプローチなど簡単でよいので、令和８年に向けての

構想を述べていただけますか。 

・村尾委員がただいまおっしゃいましたように、理数離れが進んでいる状

況は否めません。ただ一方で、現在、科学センターで行っている科学教

室や科学クラブの活動につきましては、定員を超える応募が毎回ござい
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ます。そうした意味では、現在の科学教室や科学クラブの活動につきま

しては、一定の効果――学びの場が提供できているのではないかと考え

ております。新センターにつきましては、令和元年度に科学センター整

備検討委員会を立ち上げ、現在、科学センターの将来の在り方や運営方

法等について協議を進めているところでございます。その中で、柱の一

つとして学校連携が大きく掲げられております。現在、建築の実施設計

が進んでいるところでございますが、小・中学校の理科教室では体験で

きないような授業を新科学センターである程度受け入れられるよう、各

小・中学校の理科部会の会長からも御要望いただいておりますので、そ

うしたことに応えられるような施設設計が成されているところです。そ

れを具現化していくための運営体制を今年度から整備検討委員会でし

っかり話し合っていただいて、令和８年４月のオープンに実現できるよ

う体制をとっていきたいと考えております。もう一点、展示につきまし

ても、企画展示に力を入れるよう基本計画に示されております。例えば、

藤岡市助先生との関わりの深い東芝や、ＪＡＸＡ、国立科学博物館など

が行っております巡回展示を定期的に誘致いたしまして、広く市民の皆

様、特に子供たちに理科や科学に対して興味や関心を持っていただける

ような展示を展開してまいりたいと考えております。 

・整備検討委員会で備品等についても充実したものを入れるという話はあ

りますか。理科備品は高価なものが多いですが、将来の子供たちのため

に予算を惜しまず、理科教育に対して興味関心が得られるようにしてく

ださい。そしてすばらしい授業が展開できるよう頑張ってください。今

言われた展示についても、昔は本庁舎に科学センターがあったときにア

ルコール漬けの標本や岩石の展示をやっていました。その展示が子供た

ちに興味関心を持たせるわけですが、私も小学生の頃はよく見に行き、

興味を示していました。子供たちに、今言われたような巡回展示や企画

展示を見せることによって、将来、工業や自然科学に興味を持つように

努力をしていただきたいと思います。 

・「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」についてですが、前回の教育委員会会議で委員か

ら毎月の行事があると参考になるという意見が出たと思いますが、早速

４月の参加人数と６月の行事予定を出していただきました。先日、英語

教育推進室長と一緒に「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」を訪問しました。基地から

も含めて不特定多数の方が参加しますので、新型コロナウイルス感染症

対策はできているか心配しておりましたが、時間が早かったので利用者

はいませんでしたが、スタッフがおもちゃやカードを全て一枚ずつ出し

て消毒をしておりました。そうした空き時間に感染対策をしておられ、

途中一人ほど市民の方が来られましたが、すぐに国際交流支援員の方が

英語で対応してコミュニケーションをとっておられました。また、カフ

ェブースがありましたので、私も体験してみました。学校の英語教育や
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外国語活動は、作られた中で「コーヒーはいかがですか」というやり取

りをしますが、ここでは、コーヒーを購入して受け取るまで全て英語で

やり取りをするので、実態に応じた会話をすることができ、すばらしい

と思いました。文科省の直山先生が見られたら「まさにこれが意図する

ところだ」とおっしゃられるのではないかと思い、すばらしい場所がで

きたと感じました。これからも引き続きよろしくお願いいたします。 

・中央公民館の建て替えで、４月から既に分散実施されておりますが、２

か月近く経って何か課題が出ているところはございますか。 

・利用者の方やクラブの方からの意見は特に届いておりませんが、かなり

引き受けていただいている公民館の分館もございますので、そちらの職

員の方には調整等でいろいろ御苦労をおかけしております。 

・それは良かったです。ぜひ市の方にも働きかけてください。あれだけの

講座をやっていたのがよそに行くわけですから、よそでもこれからいろ

んなことで譲り合っていかなければと思います。数か月単位で利用者や

借りている施設側の声をしっかり聞いて調整してください。 

・私も４月に状況確認で市内の分館を回らせていただきました。多いとこ

ろで一日に４から５つのクラブが順番で使われているところもござい

まして、分館長や担当の職員からも調整に苦労されたとお聞きしまし

て、私の方からもお礼と御協力のお願いをしてまいりました。 

・課長自ら回っておられるのですばらしいと思います。これからも引き続

きよろしくお願いいたします。 

・村尾委員からも少しありましたが、新型コロナウイルス感染症対策の指

針が出ました。「人との間隔がとれるときに」とあり、国から出ている

のはアバウトで、一体どれくらいなのか分かりません。例えばホールで

あれば２席空けるとか、具体的なものが現場に必要です。昨年、中学校

は合唱祭を行い、今年も実施しようとしているのですが、とても慎重に

なっている学校もあれば、離れてお互いに窓の方を向いて歌っていると

いう学校もあります。保護者からも意見があるし、やはり音楽で交流し

たいという思いもありますので、ガイドラインを作られるときに「〇〇

をしてはいけない」ではなく、例えば「１メートル空けて歌いましょう」

というような表現にしてください。安全対策は必要ですが、慎重な学校

と積極的な学校の差が出てくるのは当然ですので、その辺りを校長や教

員判断ではなく、教育委員会がしっかりと具体的なガイドラインを出し

てあげると、現場が助かると思います。 

・先日、そお小学校と修成小学校の運動会に出席させていただきました。

そちらでも感染予防対策がされていて、そお小学校ではマスクは外して

競技をし、声援を送らない。修成小学校ではマスクをして声を出して応

援しても良いとなっていましたので、学校によってそれぞれ違った方法

で感染対策ができていました。例年よりも静かな印象を受けましたが、
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しっかり対策されていたので良かったと思います。 

・不登校の生徒について、原因は様々だと思いますが、学力がなかなか追

い付かず勉強に付いていけないので不登校になっている生徒に対して、

具体的な改善策として各学校でタブレットを活用して、例えば中学生で

も小学生の内容を学び直せるというような方法はありますか。 

・現在の通室生に関しましては、昨年度からｅラーニングの「すらら」を

利用させていただいております。現在の通室生は 22 名おりますが、実

際にアカウントを取得して利用できるのは 18 名となります。そこで「す

らら」を使って学び、自分でどんどん学習を進めていきます。支援教室

でそれを活用して個別学習を充実させたり、またアカウントを取ってい

ますので、家のパソコンを使って自宅での学習もできます。その活用方

法等を西教室と中央教室で進めております。支援教室に通えていない生

徒に関してはまだ活用できておりません。 

・「ＡＩドリル」について説明をお願いします。 

・小学校３年生以上の生徒が持っておりますタブレットの中に「ＡＩドリ

ル」というものが入っておりますので、それを使って学び直しが十分で

きると思います。 

・それは支援教室に通室していない生徒でも使えるということですか。 

・そうです。 

・分かりました。 

・もう一点、科学センターにお尋ねします。この夏に通津の水中無人機試

験場で水中フェスティバルがあるとのことですが、それは防衛装備庁の

施設でしょうけれども、科学センターと共同で何かされるようなことは

ありますか。 

・私からお答えさせていただきます。海洋サテライトの件であろうと思い

ますが、これは市長部局の政策企画課がメインで動き、商工振興課で実

際の動きをしておりますので教育委員会が主体ではありません。連携を

するという話は頂いておりますが、まだ具体的な話は来ておりませんの

で、そのうち調整があれば連携していくと思います。 

・初めてのことですので、マスコミにも注目されると思います。その中に

科学センターで何か１枠でもコーナーがあれば良いのではないかと思

いますので、可能ならぜひＰＲしてください。 

・別にないようでしたら、以上で報告第８号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年６月 24 日金曜日、市役所本庁２階特別会議室

にて 14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いた

します。 

・これをもちまして、令和４年第６回岩国市教育委員会会議を終了します。  
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 村尾 利勝                        

 

教育委員 竹田 千恵 

 


